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論文内容の要旨

生育上限温度が850C前後である超好熱菌群はいずれも生物進化系統樹の根に近いところに位置し，生命の進化を研

究するための格好の題材と考えられている。本研究論文では超好熱始原菌 KOD 1 株の 16SrRNA 遺伝子およびその

近傍に存在するいくつかの遺伝子について解析している。

第一章では16SrRNA 遺伝子全長1482bp の塩基配列を決定している。さらに系統樹解析と生理学的解析を行い.K

ODl 株が Pyrococcus 属であると同定している o

第二章では KODl 株由来の PRPP 合成酵素 (Pk -RPPK) 遺伝子を取得しており . Pk -RPPK が ATP 以外に

CTP や GTP も基質として利用可能であることを示している。さらに，他の生物由来 RPPK では通常活性を阻害す

る Ni 2 + や特に Co 2 + が Pk -RPPK 活性を顕著に促進することなども見い出している D

第三章では KODl 株由来 RecA ホモログ (Pk -REC) が DNA 相同性組換え機能に必須の中央ドメインからのみ

で構成されているコンパクトなタンパク質であるにも拘わらず，大腸菌 RecA 欠損変異株の紫外線照射に対する耐性

を完全に回復させることを確認している o Pk -REC のさらにユニークな特徴として，通常の ATPase 活性以外に

DNase 活性を有していることなどを示している。

第四章では真核生物の転写開始反応において重要な役割を果たす TATA 結合タンパク質 (TBP) ホモログの遺伝

子が KODl 株に存在することを見い出している。興味深いことに KODl 株由来の TBP ホモログ (Pk -TBP) は

ヒトや酵母由来 TBP の C末端側約半分に対応する部分のみしか持たないにも拘わらず，配列特異的な DNA 結合活

性を有する。一方. Pk -TBP のトータル電荷は驚くほど陰性であり，電気泳動法で求めた等電点は4.8であること

も見い出している。

総括では以上で得られた数多くの知見に基づき KODl 株が混沌とした原始地球環境にかつて生存したと考えられ

ている生物共有の祖先の特徴を街沸とさせることについて議論している。

論文審査の結果の要旨

超好熱菌群は生物系統樹の根に近いところに位置するので生命進化を研究するための格好の題材と考えられる。本
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研究論文では超好熱始原菌 KOD 1 株の16SrRNA 遺伝子近傍に存在するいくつかの耐熱性タンパク質遺伝子をクロー

ニングし，その塩基配列を決定すると共に，大腸菌を宿主として遺伝子発現を行った後，それぞれの遺伝子産物の特

徴について生化学的に解析している o 本研究において得られた成果の要約は以下の通りであるo

(1) 16SrRNA 遺伝子全長1482bp の塩基配列を決定している o さらに系統樹解析と生理学的解析を行い， KOD 1 株

が Pyrococcus 属と同定しているロ

(2) KOD 1 株由来の PRPP 合成酵素 (Pk -RPPK) 遺伝子を取得しており ， Pk -RPPK が ATP 以外に CTP や

GTP も基質として利用可能であることを示しているo さらに，他の生物由来 RPPK では通常活性を阻害する Ni 2+ 

や特に Co 2 + が Pk -RPPK 活性を顕著に促進することなども見い出しているo

(3) KOD 1 株由来 RecA ホモログ (Pk -REC) が RecA の機能に必須の中央ドメインからのみで構成されているコ

ンパクトなタンパク質であるにも拘わらず，大腸菌 RecA 欠損変異株の紫外線照射に対する耐性を完全に回復させ

ることを確認している o Pk -REC のさらにユニークな特徴として，通常の ATPase 活性以外に DNase 活性を有

していることなどを示しているo

(4) 真核生物の転写開始反応において重要な役割を果たす TATA 結合タンパク質 (TBP) ホモログの遺伝子が KOD

1 株に存在することを見い出している o KODl 株由来の TBP ホモログ (Pk -TBP) はヒトや酵母由来 TBP の C

末端側約半分に対応する部分のみしか持たないにも拘わらず，配列特異的な DNA 結合活性を有する。一方， Pkｭ

TBP のトータル電荷は驚くほど陰性であり，電気泳動法で求めた等電点は4.8であることも見い出している。

以上のように KODl 株の部分ゲノム解析および 3 種類のタンパク質の生化学的特徴付けを行うことにより， タン

パク質のサイズが小さい，酵素の基質特異性が広い，様々な金属イオンの影響を受ける，細菌や真核生物由来の酵素

には見られない多機能を有しているなどいくつもの興味深い特徴を明らかにすると共に16SrRNA 遺伝子に基づく系

統樹解析の結果とも併せて， KODl 株が混沌とした原始地球環境にかつて生存したと考えられている生物共通の祖

先の特徴を街梯とさせることを実証している。すなわち，単なる遺伝子や酵素の解析に留まらず生物進化の研究分野

に対しても貢献するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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